
おやすみ みみずく  
パット＝ハッチンス さく  
わたなべ しげお やく（偕成社） 

大きな木の洞でみみずくが目を閉じてやすんで

いると、はちがやってきてぶんぶん羽を鳴らしま

す。みみずくはちらりと見やって「あーねむたい」。

すると今度はりすが来て木の実をかりかりかじり

ます。みみずくはちらりと見やって「あーねむた

い」。そのうち、つぎつぎに鳥たちがやってきます。

からすは「かーかー」鳴く。きつつきは「たらら

らたららら」木をつつく。むくどりは「きゅるき

ゅるきゅる」とおしゃべり…。そのたびにみみず

くは「あーねむたい」。やがて夜になり、あたりが

静かになると、みみずくが羽を広げて「ぶっきょ

っこー」。今度は森の鳥たちが「あーねむたい！」。 

明るくやわらかな葉を茂らせた１本の木に、 

鳥たちの個性的で鮮やかな姿が加わっていきま

す。みみずくと鳥たちのやりとりが、軽やかで  

リズミカルに繰り返され、にぎやかな森の様子  

に想像がふくらみます。読んでもらえば２歳から 

楽しめます。            （秋澤） 

 

りこうなおきさき ルーマニアのたのしいお話 
モーゼス・ガスター 文 光吉 夏弥 訳  
太田 大八 絵 （岩波書店） 

ある日、王様が大臣に「羊２千匹を市場で売り、

売れたお金と一緒に羊を連れて帰るように」と命

じました。どうすればいいのかわからず困ってい

ると、娘が羊の毛だけを売って、連れて帰ればよ

いと教えてくれました。その通りにした大臣に、

王様は誰の智恵かと問いただし、りこうな娘に感

心しました。そして王様は、自分の裁きに口を出

さないという約束で娘をお妃に迎えました。とこ

ろがある時、お妃は王様の裁きに泣いている男を

助けたため、城を出ていくよう命じられました。

出ていく前にお妃は、御殿の中で 1 番大事な、   

1番いとおしいものをもらいたいと願い、王様は

それを許したのですが…。(「りこうなおきさき」) 

ルーマニアの昔話を集めたもの。カメになった

おばあさんの話や神様から美しい声をもらった

ウグイスの話など、独特のユーモアがたっぷり

で、ゆかいな物語集。読んでもらえば５歳くらい

から楽しめます。          （西村） 

 

▶ ×印は休館日  ※閉館時は返却ポストをご利用ください。 
(7/19、8/14 は祝日の振替、7/31、8/31 は館内整理日) 

▶ 開館時間は 10:00～18:00、金曜日は 20:00 まで開館 
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このページは子どもたちにすすめたい本をとりあげています。本を選ぶときの参考にしてください。  
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7月の開館日  

ダンボール工作教室 

・日時： ７月 30日（日） 

□Ａ やさしめクラス（プテラノドン） 
10：30～12：00 

□Ｂ チャレンジクラス（ディメトロドン） 
14：00～16：00 

・場所：図書館 読書会室 

・対象：小学生以上（保護者同伴） 

・定員：各回 7名まで 

・参加費：無料 

・持ち物：軍手、はさみ、カッター 

（カッターは□B クラスのみ） 
・申込み：太子町立図書館 

 

＜ お知らせ ＞ 



図書館の本棚 444 

感
染
症
に
よ
る
規
制
が
徐
々
に
緩
和
さ
れ
、
多

く
の
行
楽
地
で
賑
わ
い
が
戻
り
つ
つ
あ
る
。
出
歩

く
人
々
に
目
を
向
け
て
み
る
と
、
マ
ス
ク
を
外
し

て
過
ご
す
姿
も
珍
し
く
な
く
な
っ
て
き
た
。
図
書

館
も
マ
ス
ク
を
外
し
て
利
用
で
き
る
よ
う
に
な

り
、
先
の
見
え
な
い
ト
ン
ネ
ル
に
光
が
差
し
た
よ

う
な
安
堵
感
が
あ
る
。 

規
制
緩
和
に
伴
い
、
図
書
館
で
は
学
校
訪
問
も

本
格
的
に
再
開
し
つ
つ
あ
る
。
各
学
校
に
赴
き
、

絵
本
の
読
み
き
か
せ
や
ブ
ッ
ク
ト
ー
ク
を
実
施

す
る
わ
け
だ
が
、
今
回
初
め
て
ブ
ッ
ク
ト
ー
ク
を

行
う
こ
と
に
な
っ
た
。
ブ
ッ
ク
ト
ー
ク
と
は
、
子

ど
も
が
そ
の
本
を
読
み
た
い
気
も
ち
に
な
る
よ

う
、
テ
ー
マ
に
沿
っ
て
複
数
の
図
書
を
紹
介
す
る

活
動
で
あ
る
。
単
に
図
書
の
内
容
を
説
明
す
れ
ば

良
い
と
い
う
わ
け
で
は
な
く
、
子
ど
も
の
好
奇
心

が
呼
び
起
こ
さ
れ
る
よ
う
、
内
容
を
取
捨
選
択
し

て
原
稿
を
練
ら
な
け
れ
ば
な
ら
ず
非
常
に
苦
労

し
た
。
よ
う
や
く
で
き
た
原
稿
も
、
こ
れ
で
子
ど

も
に
関
心
を
持
っ
て
も
ら
え
る
の
か
と
、
不
安
ば

か
り
が
湧
き
上
が
っ
て
い
た
が
、
い
ざ
子
ど
も
の

前
に
立
っ
て
紹
介
し
始
め
る
と
、
想
像
以
上
に
よ

く
聞
い
て
く
れ
た
。
後
日
、
ブ
ッ
ク
ト
ー
ク
を
聞

い
た
男
の
子
が
、
紹
介
し
た
本
を
借
り
に
来
て
く

れ
た
こ
と
で
、
よ
う
や
く
や
り
切
っ
た
と
実
感
す

る
こ
と
が
で
き
た
。 
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光
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地
域
固
有
の
在
来
種
野
菜
に
目
を
向
け
、
守
り
継
ぐ
著
者
の
農

へ
の
思
い
が
つ
づ
ら
れ
る
。
多
く
の
農
家
が
、
Ｆ
１
種
（
交
配
種
）

を
使
い
、
病
害
虫
に
強
く
、
見
た
目
も
揃
い
、
収
穫
量
も
安
定
し

た
野
菜
作
り
を
す
る
な
か
で
、
種
を
ま
き
、
野
菜
を
育
て
、
花
を

咲
か
せ
て
種
を
採
る
自
然
農
法
を
選
ん
だ
の
は
な
ぜ
か
、
そ
れ
に

よ
っ
て
得
る
も
の
は
な
に
か
？ 

高
校
卒
業
後
、
就
農
し
た
著
者
は
、
当
時
の
最
新
技
術
で
あ
っ

た
ビ
ニ
ー
ル
ハ
ウ
ス
栽
培
に
着
手
し
た
。
３
０
０
棟
の
ハ
ウ
ス
経

営
は
順
調
だ
っ
た
が
、
10
年
後
、
体
調
不
良
に
見
舞
わ
れ
る
。
寝

た
き
り
の
生
活
が
続
く
な
か
、
使
用
し
て
き
た
大
量
の
農
薬
が
原

因
で
は
な
い
か
と
考
え
、
農
法
の
転
換
を
図
る
。
著
者
を
助
け
た

の
は
雑
木
林
だ
っ
た
。
木
々
が
共
生
し
、
地
面
に
は
耕
さ
ず
と
も

落
ち
葉
と
微
生
物
に
よ
っ
て
つ
く
ら
れ
た
ふ
か
ふ
か
の
土
。
そ
こ

に
ま
た
種
が
落
ち
、
林
を
再
形
成
す
る
。
雑
木
林
の
リ
ズ
ム
を
畑

に
も
取
り
込
も
う
、
そ
し
て
、
つ
く
る
の
は
安
全
で
お
い
し
い
野

菜
、
そ
れ
は
年
寄
り
が
自
分
の
た
め
に
細
々
と
つ
く
っ
て
き
た
在

来
種
し
か
な
い
と
考
え
る
。
著
者
は
、
手
探
り
で
在
来
種
を
育
て
、

学
ぶ
。
野
菜
が
育
つ
と
、
種
を
採
る
た
め
の
母
本
を
選
抜
す
る
。

形
の
い
い
も
の
ば
か
り
を
母
本
と
し
て
選
ぶ
と
、
数
年
後
に
は
収

穫
で
き
る
種
が
少
な
く
な
る
た
め
、
母
本
に
は
多
様
性
を
も
た
せ

る
必
要
が
あ
る
。
春
に
な
る
と
、
白
や
黄
色
、
上
品
な
、
個
性
的

な
、
さ
ま
ざ
ま
な
野
菜
が
花
を
咲
か
せ
る
。
さ
や
が
実
る
と
子
を

あ
や
す
よ
う
に
、
さ
や
を
擦
り
あ
わ
せ
種
を
振
る
う
。
で
き
た
種

は
畑
に
ま
き
、
ま
た
採
種
す
る
こ
と
で
種
に
土
地
の
環
境
を
体
験

さ
せ
る
。 

細
々
と
継
が
れ
て
き
た
種
の
物
語
や
、
人
と
野
菜
の
関
係
、
花

の
美
し
さ
、
そ
れ
ら
を
感
じ
心
を
ふ
る
わ
せ
る
こ
と
こ
そ
野
菜
か

ら
の
い
ち
ば
ん
大
き
な
恩
恵
と
い
う
。
安
定
し
た
野
菜
の
供
給
に

は
先
端
技
術
も
必
要
だ
ろ
う
が
、
自
然
と
と
も
に
あ
る
昔
な
が
ら

の
農
法
が
引
き
継
が
れ
る
こ
と
を
願
う
。 

 
 

 
 

（
竹
内
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地 

下 

水 

7 
月 

8 
月 ７・８月の移動図書館（ いずれも木曜日です ） 

6 
日 

10 
日 

  

福地(三反長) 
地域内 

14:30～ 
14:50 

米田 
公会堂 

15:00～ 
 15:20 

竹広南 
公民館 

15:30～ 
 15:50 

13 
日 

17 
日   

原池団地 
公民館 

15:00～ 
15:20 

山田 
掲示板前 

15:30～ 
15:50 

原 
太田東地区 
農村交流 
センター 

16:00～16:20 

20 
日 

24 
日 

広坂 
公民館 

10:30～ 
10:50 

上太田 
公民館 

11:00～ 
  11:20 

塚森 
地域内 

15:00～ 
 15:20 

太子 
ニュータウン 
公民館 

15:30～ 
 15:50 

吉福 
公民館 

16:00～ 
16:20 

  

 

●なつや de文化村  8 月 11 日(金・祝) 
◆絵本の時間 ①11:00～②14:30～ 

・対象:2～3歳の子どもとその保護者 

◆紙バッグ工作教室 ①15:00～②15:30～ 
・対象：５歳以上の子どもとその保護者 
各回３名まで。要申込。 

 
●１３歳からの読書会 

～『小さい牛追い』を読んで～ 
（マリー・ハムズン 作 石井桃子 訳 岩波書店） 

・日時：8月 13 日（日）14:00～15:30  
・場所：図書館 読書会室 
・対象：中学生以上（要申込） 
・準備：当日までに本を読んできてください。 
 

 

＜ お知らせ ＞ 


